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ヤンゴン素描 34  

ミンガラードン・ゼイ駅  軍・警察のための市場 

山形洋一 

鉄道移築で駅は市場から遠くなった。田んぼを挟んだ丘に上の市場では軍・警

察関連の装備品が売られている。内戦に備えられた膨大な数の品々 

「ゼイ」とは市場の意味で、YCDC（ヤンゴン市開発委員会）発行のヤンゴン市地図

帳の索引によれば、ヤンゴン市全体であわせて 129箇所ものゼイ（公設市場）がある

という。その多くはバス停の名にも用いられているが、鉄道の駅で「ゼイ」とつくの

はここだけだ。 

市場に隣接した駅ならいくつかあり、中でもタマイン駅とダニンゴーン駅は、市場の

混雑と熱気がプラットフォームにあふれだしている。そんな熱気を期待して「ミンガ

ラードン市場駅」に来てみると、あっけにとられるだろう。空芯菜の田圃の真ん中

に、小さな駅舎がぽつんと立ち、乗降客もわずかしかいない。空港拡張にともなう鉄

道線路のつけ替えで、駅が市場から遠ざけられたのだ。 

駅から市場まで

は 1キロ足ら

ず。荷物を持っ

たおばさんたち

は駅前で待つバ

イク・タクシー

の後に乗って出

かける。数台し

かないバイクは

すぐに出払って

しまうが、待っ

ていれば間もな

く引き返してくる。だが荷物がなければバイクを待つまでもなく、のんびり歩けばよ

い。 
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駅から田圃の中のあぜ道を西へたどると、ジョーピュー上水道の太いパイプにぶつか

る。梯子段でパイプを乗りこえた先は空き地で、パイプ沿いに延びた砂地では女たち

が魚を干している。そこだけ見ればまるで砂浜のようだ。 

市場で売られているのは、どこに

でもある食糧や日用雑貨など。だ

が木と竹むしろの家並みの間をく

ぐり、左（南）に折れるとミシン

の音が聞こえだし、紺やカーキ色

の制服をつくる縫製工場に行き着

く。縫いあげられた制服類を売る

商店も並び、警官の制服、ブー

ツ、ピストルホルダー、階級章な

ども売られている。ミンガラード

ンの兵営に近いこの市場は、軍装

品や警察関連の品物の集散地なの

だ。 

カーキ色が支配する光景は、私の

ように米軍放出品に頼って山登り

を始めた世代には、ちょっと懐か

しい。当時数すくなかった登山用

品店では、米軍払下げの寝袋や防寒具、折りたたみスコップ、水筒、固形燃料などが

幅を利かせていた。寝袋の中には戦死者の遺体輸送に使われたものもある、と不気味

なうわさも耳にしたが、背に腹は代えられず、軍用品に独特の機能的デザインにひそ

かな憧れすらもったものだ。 

軍需物資の機能性は万国共通だ。ミンガラードン市場を冷やかして歩いていると、精

気を持て余していた少年時代の気分がよみがえってくる。だがここは戦後の日本では

なく、内戦の余塵がおさまらぬミャンマーで、これらの武器の標的となるのは、日本

書紀にあてはめれば「国栖（くず）・隼人・土蜘蛛」といった「まつろわぬ民」たち

だ。ヤンゴンで日常感じることのない血なまぐささが、この市場には潜んでいる。

（了） 


